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研究成果の概要（和文）：本研究は、来訪者と地域のウェルビーイングに貢献するローカルツーリズムの再構築
を念頭において実施してきた。 一連の調査・実験の結果、温泉地域では、温泉の効能への期待を満たすことに
加え、自然との触れ合いや散策等の行動を行うことなど外部環境を含めて提供することが来訪者の主観的幸福ウ
ェルビーイング に貢献するうえで重要であることが示唆された。また、温泉滞在時の、生理的指標は肉体的疲
労度は高くなる傾向が見られる一方で、精神的ストレスは減少する傾向が確認された。主観的幸福はポジティブ
情動はあまり変化が見られなかったが、ネガティブ情動は有意に低下することが確認された。

研究成果の概要（英文）：The results of a series of surveys and experiments suggest that, for 
example, in hot spring areas, in addition to satisfying expectations of the benefits of hot springs,
 it is important to provide an external environment that includes contact with nature and activities
 such as walking, in order to contribute to visitors' subjective well-being and wellbeing. In 
addition, while physical fatigue tended to increase during a spa stay, mental stress tended to 
decrease. In terms of subjective well-being, positive emotions did not change significantly, while 
negative emotions decreased significantly. These results suggest that the way of travelling that 
makes visitors feel closer to local natural resources contributes to the wellbeing of visitors.

研究分野：観光学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、ウェルビーイングの基本的な研究成果に依拠しつつ、ローカルツーリズムの構築を念頭におきながら
体系的で実証的な研究を行ってきた。本研究の成果は、学術論文としてまとめ国内外で発表し、さらにローカル
ツーリズムの再構築においては、地域の観光事業者もウェルビーイングの測定に参加したり課題を共有したりす
るなどの共創の機会を設け、地域にフィードバックするとともに持続可能な地域づくりに貢献している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 ウエルビーイングは 1980年ごろから学術的な研究対象となり、主に経済学や心理学において
研究が蓄積されてきた。近年は医学や工学など多様な分野において関心が高まっているテーマ
である。経済学の分野ではマクロの観点から社会的なウェルビーイングとミクロの観点から個
人にとってのウェルビーイング が主要な論点となってきた(金井,2015)。例えばマクロの観点で
は GDPに変わる経済社会の指標として幸福度指数などが用いられている。また、ミクロの観点
からは個人の主観的な幸福度の研究が進められている。心理学分野では、ポジティブ心理学にお
いてウェルビーイングの４つの因子（自己実現と成長の因子、つながりと感謝の因子、前向きと
楽観の因子、独立と自分らしさの因子）の解明や（前野,2014）、ウェルビーイングを測定する尺
度も感情的側面の測定や認知的側面を測定する尺度など複数開発され研究に生かされている（有
馬,2019）。観光分野では、わが国では健康の回復や増進を目的に旅行を行うヘルスツーリズムや
ウェルネスツーリズムの分野で研究が展開されつつある（竹田,2019）。また海外ではウェルビー
イング の概念を取り入れた研究がみられるものの（McCabe, S.,2013）、来訪者の主観的な幸福
や生理指標との関係を一体的に捉え検証した論文はまだほとんど見られない。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、来訪者と地域のウェルビーイングの向上に寄与するローカルツーリズムの
再構築を目指すことである。 
本研究の学術的独自性と創造性は、来訪者の主観的幸福と生理指標、双方の測定を行い、定量
的に把握することで地域資源をウェルビーイングという軸で捉え直し観光分野に発展的に応用
する点にある。本研究では観光学におけるウェルビーイングについて実証的にデータを取得し
分析することで、持続可能な観光地域づくりへの展開を目指している。 
 
３．研究の方法 
山形県内の特徴のある観光地において、観光協会、DMC、温泉組合等に協力を得て来訪者にア
ンケート調査、及び生理指標の測定を依頼する。調査では主観的幸福の構造、及び活動・要素満
足度との関係性を考察する。 
アンケート調査では、地域の観光コンテンツの経験を通して主観的幸福がどのように変化す
るのかを測定する。また生理指標の測定では測定器具を活用して心拍数、REM などが検出可能で
あることから、これらの数値とアンケート調査の結果との関連について分析を行う。 
 
４．研究成果 
①本研究では地域の観光資源として重要な役割を果たしている温泉に着目した。温泉街を訪れ
る人の観光動機や温泉街に滞在時の行動、満足度等の評価、主観的な情緒的評価等から、訪れる
人のウェルビーイングを促す要素についてアンケート調査を実施し、定量的な分析を行った。 
 

表１ 調査概要 

 
 
本研究ではまず、温泉街の来訪者の動機、滞在中の行動、そして滞在の満足度を把握するため
に web にてアンケート調査を実施した（表１）。設問は、性別、年代の属性のほか、旅行動機、
旅行中の行動、満足度などについて、「とてもあてはまる」から「全くあてはまらない」の５件
法で回答を得た。 
分析の結果、温泉地域への旅行動機は特に「逃避・リラックス」に関連する項目が高く、また
旅行で得たこともこうしたリラックスやリフレッシュに関連する項目が高い数値を示した（表
２、３）。さらに温泉地域での過ごし方から「自然を眺めること」や「散策」を行うと高い満足
度につながる傾向がみられた。これらのことから温泉地域では温泉の効能への期待を満たすこ
とに加え、リラックスや休養を促す環境を宿泊施設内にとどまらず自然との触れ合いや散策等
の行動を行うことなど外部環境を含めて提供することが来訪者の主観的幸福ウェルビーイング 
に貢献するうえで重要であることが示唆された。 
 
 



表 2 温泉旅行の動機（n=268） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3 動機因子と満足度の相関 

 
②温泉入浴や温泉街におけるまち歩き等のアクティビティを行うことによって来訪者のウェル
ビーイングにどのような変化がみられるのかを検証するため、主観的幸福、及び生理指標を測定
し、定量的に把握した（図１、２）。実験は 2回実施した。実験 1は、山形県の温泉地で被験者
9名に入浴およびまち歩き等のアクティビティ等を体験してもらった。実験２は同じく山形県の
温泉地で被験者 20 名に入浴を体験してもらった。それぞれ活動の前後で主観的幸福と生理指標
を計測した。主観的幸福の計測には、日本版 PANAS（16 項目 6件法）を用い、生理指標の計測に
は TAS9View を用いた。その結果、生理的指標について肉体的疲労度は高くなる傾向が見られる
一方で、精神的ストレスが現象する傾向が確認された。主観的幸福についてポジティブ情動はあ
まり変化が見られなかったが、ネガティブ情動は有意に低下することが確認された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 主観的幸福のネガティブ情動・ポジティブ情動の変化（n=9）    図 2 交感神経・副交換神経の変化（n=8） 
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